
て
、
古
代
世
界
の
売
春
に
関
す
る
研
究
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
本
書
の
原
著
は
～
九
九
五
年
の
出
版

だ
が
、
こ
う
し
た
動
向
か
ら
も
本
書
の
価
値
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本

書
は
女
性
史
に
留
ま
ら
な
い
広
が
り
を
も
有
し
て

お
り
、
女
性
の
境
遇
の
変
遷
や
役
割
を
、
男
性
と

い
う
要
素
と
共
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
両
性
の
関
係
史
を
描
い
て
い
る
。
本
書

は
一
般
の
読
者
を
想
定
し
た
も
の
だ
が
、
今
後
こ

の
分
野
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
必
読
の

書
に
な
る
と
言
え
る
。
訳
者
に
よ
る
的
確
な
訳
注

も
、
初
学
者
に
と
っ
て
大
い
に
助
け
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
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一
五
世
紀
イ
タ
リ
ア
は
、
大
使
の
駐
在
化
と
外

交
組
織
の
恒
常
化
を
特
徴
と
す
る
「
近
代
的
外

交
扁
の
起
源
と
し
て
考
え
ら
れ
、
イ
タ
り
ア
で
培

わ
れ
た
「
外
交
技
術
」
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に

広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
公
権
力

や
統
治
者
が
派
遣
し
た
大
使
や
仲
介
者
が
、
中
央

集
権
化
し
て
い
く
都
市
国
家
に
お
い
て
果
た
し
た

政
治
的
・
文
化
的
役
割
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
お
い
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス

期
外
交
を
専
門
と
す
る
著
者
1
・
ラ
ッ
ザ
リ
ー
二

は
、
従
来
は
別
々
に
分
析
さ
れ
て
き
た
、
交
渉
、

情
報
収
集
、
代
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

っ
た
実
践
に
焦
点
を
当
て
外
交
を
捉
え
る
こ
と
を

試
み
た
。
彼
女
は
、
都
市
国
家
が
領
域
国
家
を
形

成
し
半
島
が
モ
ザ
イ
ク
状
の
政
治
的
権
力
主
体
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
を
、
長
い

ρ
轟
け
窪
0
8
葺
O
（
一
三
五
〇
～
一
五
二
〇
）
と
し

て
分
析
を
進
め
た
。

　
本
書
は
、
全
一
二
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、

そ
の
章
立
て
も
イ
タ
リ
ア
半
島
内
外
の
都
市
・
地

域
の
事
例
が
交
差
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
欝
え

る
。
第
一
部
「
枠
組
み
」
で
は
、
外
国
勢
力
も
巻

き
込
む
複
雑
な
勢
力
図
（
第
　
章
）
や
外
交
を
担

う
主
体
の
多
様
性
と
そ
れ
が
形
式
化
し
て
い
く
過

程
（
第
一
一
章
）
、
外
交
実
践
の
中
で
作
成
さ
れ
る

書
簡
や
歴
史
文
学
、
覚
書
の
持
つ
史
料
的
価
値

（
第
三
章
）
が
検
証
さ
れ
る
。
次
に
第
二
部
「
政

治
的
行
動
と
し
て
の
外
交
」
で
は
、
情
報
（
第
四

章
）
、
交
渉
（
第
五
章
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
第
六
章
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
外
交
交
渉
に
お

け
る
ツ
ー
ル
や
戦
略
と
し
て
の
情
報
の
役
割
な
ど

が
考
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
権
力
や
資
源
、
司

法
権
を
め
ぐ
る
紛
争
を
調
停
・
解
決
に
導
く
、
共

有
さ
れ
た
政
治
的
善
茂
葉
の
機
能
が
着
自
さ
れ
る
。

さ
ら
に
第
三
部
「
実
践
と
し
て
の
外
交
」
で
は
、

ス
キ
ル
や
素
養
を
持
っ
た
外
交
の
主
体
（
第
七

章
）
が
行
う
儀
礼
や
そ
の
選
任
・
任
命
（
第
八

章
）
、
外
交
が
行
わ
れ
る
場
（
第
九
章
）
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
最
後
に
、
第
四
都
「
政
治
的
言
葉

と
文
化
的
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
外
交
」
で
は
、
口

述
・
筆
記
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形

態
（
第
十
章
）
、
感
情
と
理
性
の
バ
ラ
ン
ス
（
第

二
章
）
、
交
渉
に
お
け
る
言
葉
や
語
彙
（
第
一

二
章
）
が
分
析
さ
れ
る
。
特
に
、
言
葉
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
通
訳
者
を
通
じ
て
ペ
ル
シ
ア
や
エ
ジ

プ
ト
と
交
渉
を
試
み
た
イ
タ
リ
ア
の
君
主
が
考
察

さ
れ
、
ラ
テ
ン
語
や
俗
語
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
言

葉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
描
か
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
都
市

国
家
の
事
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
外
国
と
の
交
渉
も

含
め
た
事
例
か
ら
、
柔
軟
な
外
交
が
実
証
さ
れ
て
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介紹

い
る
。
そ
れ
は
、
書
記
局
や
政
府
に
よ
る
活
動
が

特
に
発
達
し
て
い
た
ブ
イ
レ
ン
ツ
ェ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
の
「
外
交
モ
デ
ル
」
に
よ
ら
な
い
、
常
に
分

裂
・
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
モ
ザ
イ
ク
状
の
半
島
の

勢
力
図
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ッ
ザ
リ
ー

二
が
着
目
し
た
、
情
報
や
交
渉
、
感
情
や
言
葉
と

い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
は
、
共
有
さ
れ
た
政
治
的
実
践

や
雪
口
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
捉
え
る

上
で
有
効
で
あ
ろ
う
。
彼
女
が
描
く
ル
ネ
サ
ン
ス

期
外
交
と
は
、
政
治
的
分
裂
状
態
に
お
い
て
こ
そ
、

多
様
な
外
交
の
主
体
に
よ
る
柔
軟
な
活
動
が
展
開

さ
れ
、
一
六
世
紀
に
入
る
と
外
交
が
限
定
的
に
、

形
式
的
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
言

い
換
え
る
な
ら
ば
、
外
交
シ
ス
テ
ム
が
柔
軟
に
機

能
し
得
た
最
後
の
時
代
と
し
て
の
の
轟
葺
0
8
耳
。

に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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